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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第２区分
【発行日】令和1年5月30日(2019.5.30)
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【手続補正書】
【提出日】平成31年4月12日(2019.4.12)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　水性又はアルコール系調合物のレオロジー挙動を変化させる方法であって、前記調合物
に単分散グリコーゲンナノ粒子又は単分散フィトグリコーゲンナノ粒子の組成物を添加す
る工程を含むことを特徴とする、方法。
【請求項２】
　前記調合物が、少なくとも１種の小分子、ポリマー、バイオポリマー、コロイド粒子又
は油の、分散物又は溶液である、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記調合物が、アルコール系調合物であり、前記アルコールが、エチルアルコール、プ
ロピルアルコール、イソプロピルアルコール、エチレングリコール、プロピレングリコー
ル、ブチレングリコール、ジプロピレングリコール、エトキシジグリコール、グリセロー
ル又はこれらの組み合わせである、請求項２に記載の方法。
【請求項４】
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　前記組成物の少なくとも８０乾燥質量％が、３０ｎｍ～１５０ｎｍの平均粒径を有する
単分散グリコーゲンナノ粒子又は単分散フィトグリコーゲンナノ粒子である、請求項１～
３のいずれか一項に記載の方法。
【請求項５】
　前記単分散グリコーゲンナノ粒子又は前記単分散フィトグリコーゲンナノ粒子が、化学
的に改質されている、請求項１～４のいずれか一項に記載の方法。
【請求項６】
　前記単分散グリコーゲンナノ粒子又は前記単分散フィトグリコーゲンナノ粒子が、その
ヒドロキシル基の少なくとも１つを、カルボニル基、アミン基、チオール基、カルボン酸
基又はヒドロカルビル基で化学的官能化することにより化学的に改質されており、前記ヒ
ドロカルビル基が、任意でアルキル、ビニル又はアリル基である、請求項５に記載の方法
。
【請求項７】
　前記調合物が、天然ガムを含む、請求項１～６のいずれか一項に記載の方法。
【請求項８】
　前記調合物が、食品、化粧料、パーソナルケア製品、機能性食品、医薬品、ローション
、ゲル、塗料、被覆剤、インク、潤滑剤、賦形剤、表面皮膜、安定剤又は掘穿泥水である
、請求項１～７のいずれか一項に記載の方法。
【請求項９】
　単分散グリコーゲンナノ粒子又は単分散フィトグリコーゲンナノ粒子を含む、水性又は
アルコール系調合物のレオロジー挙動を改質するため添加剤。
【請求項１０】
　前記添加剤の少なくとも９０乾燥質量％が、３０ｎｍ～１５０ｎｍの平均粒径を有する
単分散グリコーゲンナノ粒子又は単分散フィトグリコーゲンナノ粒子である、請求項９に
記載の添加剤。
【請求項１１】
　前記単分散グリコーゲンナノ粒子又は前記単分散フィトグリコーゲンナノ粒子が、化学
的に改質されている、請求項９又は１０に記載の添加剤。
【請求項１２】
　前記単分散グリコーゲンナノ粒子又は前記単分散フィトグリコーゲンナノ粒子が、その
ヒドロキシル基の少なくとも１つをカルボニル基、アミン基、チオール基、カルボン酸基
又はヒドロカルビル基で化学的官能化することにより化学的に改質されており、任意で、
前記ヒドロカルビル基が、アルキル、ビニル又はアリル基である、請求項１１に記載の添
加剤。
【請求項１３】
　粉末、液体又はゲルの形態である、請求項１０～１２のいずれか一項に記載の添加剤。
【請求項１４】
　請求項９～１１のいずれか一項に記載の添加剤と水性又はアルコール系調合物とを含む
組成物であって、前記水性又はアルコール系調合物が、少なくとも１種の小分子、ポリマ
ー、バイオポリマー、コロイド粒子又は油の、溶液又は分散物であり、前記組成物が、前
記添加剤を含有しない同じ組成物と比較して、強いチキソトロピー特性を有するか、又は
、前記組成物が、前記添加剤を含有しない同じ組成物と比較して、チキソ性であり、且つ
増加した復元時間を有することを特徴とする、組成物。
【請求項１５】
　前記組成物が、アルコール系調合物であり、前記アルコールが、エチルアルコール、プ
ロピルアルコール、イソプロピルアルコール、エチレングリコール、プロピレングリコー
ル、ブチレングリコール、ジプロピレングリコール、エトキシジグリコール、グリセロー
ル又はこれらの組み合わせである、請求項１４に記載の組成物。
【請求項１６】
　前記添加剤が、前記組成物の５～２５質量／質量％を構成する、請求項１４又は１５に
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記載の組成物。
【請求項１７】
　前記組成物が、天然ガムを含む、請求項１４～１６のいずれか一項に記載の組成物。
【請求項１８】
　前記組成物が、食品、化粧料、パーソナルケア製品、機能性食品、医薬品、ローション
、ゲル、塗料、被覆剤、インク、潤滑剤、賦形剤、表面皮膜、安定剤又は掘穿泥水である
、請求項１４～１７のいずれか一項に記載の組成物。
【請求項１９】
　前記組成物が、スプレー式化粧料、スプレー式日焼け止め、ヘアスプレー、スプレー式
デオドラント剤、スプレー式制汗剤、スプレー式アフターシェーブローション又はスプレ
ー式手指消毒剤から選択されるパーソナルケア製品である、請求項１８に記載の組成物。
【請求項２０】
　前記調合物に単分散グリコーゲンナノ粒子又は単分散フィトグリコーゲンナノ粒子の組
成物を添加する工程が、前記水性又はアルコール系調合物を安定化する、又は、前記水性
又はアルコール系調合物における有機化合物の光安定性を上昇させる、請求項１に記載の
方法。
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